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携
帯
端
末
の
繋

が
ら
な
い
経
験
は

有
り
ま
せ
ん
か
？

昨
年
よ
り
認
識
さ

れ
、
４
月
１５
日
の

村
上
総
務
大
臣
の

定
例
記
者
会
見
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
▼
携
帯
端

末
の
、
ま
ず
最
も
高
速
な
回
線

接
続
を
試
み
、
接
続
が
確
立
で

き
な
か
っ
た
場
合
４
Ｇ
、
３
Ｇ

と
順
に
低
速
な
回
線
に
切
り
替

え
る
フ
ォ
ー
ル
バ
ッ
ク
と
い
う

自
動
的
な
仕
組
み
を
悪
用
、
妨

害
電
波
で
無
理
に
低
速
な
回
線

で
偽
基
地
局
に
誘
導
す
る
▼
問

題
と
な
る
２
Ｇ
は
１
９
９
０
年

代
に
登
場
し
、
日
本
未
認
可
の

Ｇ
Ｓ
Ｍ
規
格
と
か
つ
て
の
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
（
旧J-PH

O
N

E

）
は

２
０
１
０
年
、
ド
コ
モ
（m

ova

）

と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（cdm

aO
ne

）
は

２
０
１
２
年
に
国
内
サ
ー
ビ
ス

を
停
止
し
た
が
、
海
外
で
は
現

役
だ
。
現
在
日
本
で
は
使
え
な

い
は
ず
の
２
Ｇ
を
実
装
す
る
海

外
製
一
部
機
種
の
現
役
使
用
も

少
な
く
な
い
▼
偽
基
地
局
は
端

末
か
ら
は
正
規
の
基
地
局
に
見

え
、
通
信
内
容
の
傍
受
改
竄
な

ど
が
可
能
で
、
デ
バ
イ
ス
固
有

の
識
別
を
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
（
国

際
モ
バ
イ
ル
加
入
者
番
号
）
や

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
（
国
際
モ
バ
イ
ル
機

器
識
別
番
号
）
も
取
得
。
結
果

と
し
て
偽
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ

ー
ジ
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
の
送
受
信
で

口
座
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等

の
二
段
階
認
証
も
偽
装
し
得

る
。
自
衛
手
段
と
し
て
は
画
面

上
端
の
回
線
種
マ
ー
ク
で
Ｇ

（
Ｇ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
）、
２
Ｇ
、
Ｅ
（
Ｅ

Ｄ
Ｇ
Ｅ
）
に
注
意
。
ま
たA

nd

roid

で
は
２
Ｇ
の
接
続
拒
否
設

定
等
を
講
じ
ら
れ
る
機
種
も
多

い
が
、
執
筆
時iPhone

で
は
設

定
不
可
で
あ
っ
た
。
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
の
ス
マ
ホ
搭
載
に
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
も
意
識
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。（
倫
）
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いい医療ドットコム～神奈川県保険医協会ホームページ～

https://www.iiiryou.com/

26年度予算 概算要求基準を閣議了解

自民内から「異次元の上昇を」

NHKが千葉副理事長を取材

医療機関の倒産は過去最多ペース

期
限
切
れ
「
知
ら
な
い
」
患
者
も

期
限
切
れ
「
知
ら
な
い
」
患
者
も

　

政
府
は
８
月
８
日
、
２
０
２

６
年
度
予
算
の
概
算
要
求
基
準

を
閣
議
了
解
し
た
。
年
金
・
医

療
等
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
当

初
予
算
額
に
自
然
増
４
千
億
円

を
加
算
し
た
範
囲
内
で
の
要
求

を
認
め
た
。
ま
た
、
骨
太
２
０

２
５
に
基
づ
き
物
価
等
の
上
昇

分
を
加
算
す
る
旨
も
認
め
た
。

　

物
価
高
対
策
を
含
む
重
要
政

策
等
に
つ
い
て
は
、
（
具
体
的

な
金
額
を
示
さ
な
い
）
事
項
の

み
の
要
求
も
含
め
て
予
算
編
成

過
程
に
お
い
て
検
討
す
る
と
し

た
。

　

厚
労
省
は
こ
の
要
求
基
準
を

踏
ま
え
、
８
月
末
ま
で
に
概
算

要
求
を
す
る
。７
月
２９
日
に
は
、

自
民
党
の
厚
労
部
会
が
概
算
要

求
に
向
け
て
議
論
し
た
。
２６
年

度
診
療
報
酬
改
定
で
賃
上
げ
・

物
価
上
昇
に
対
応
す
る
よ
う
求

め
る
意
見
が
多
く
出
た
ほ
か
、

２５
年
度
補
正
予
算
等
で
前
倒
し

の
手
当
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

た
。「
異
次
元
の
上
昇
を
さ
せ

な
け
れ
ば
、
賃
金
・
物
価
の
上

昇
に
追
い
つ
か
な
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
た
。
現
役
世
代
の
社

会
保
険
料
負
担
軽
減
に
言
及
し

た
議
員
も
い
た
一
方
、
賃
上
げ

が
な
け
れ
ば
社
会
保
険
料
引
き

下
げ
は
問
題
解
決
に
な
ら
な
い

と
釘
を
刺
す
意
見
も
あ
っ
た
。

　

８
月
６
日
に
は
立
憲
民
主
党

の
厚
労
部
門
会
議
に
、
厚
労
省

が
概
算
要
求
の
検
討
状
況
を
説

明
し
た
。
出
席
議
員
か
ら
は
医

療
機
関
等
の
経
営
の
厳
し
さ
を

念
頭
に
、
適
切
な
予
算
措
置
等

を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。
元

厚
労
相
の
長
妻
議
員
は
危
機
感

を
強
調
。
報
酬
全
体
の
底
上
げ

は
必
要
と
し
つ
つ
も
、
中
医
協

は
診
療
所
よ
り
病
院
を
軽
視
し

て
い
る
の
で
は
、
と
し
て
「
病

院
に
重
点
配
分
を
し
て
ほ
し

い
」
と
し
た
。

日
医
会
長
、真
水
の

加
算
求
め
る

　

同
日
に
は
日
医
が
２６
年
度
予

算
要
求
要
望
の
概
要
を
発
表
。

▽
地
域
医
療
、
▽
医
療
Ｄ
Ｘ
の

適
切
な
推
進
、
▽
医
薬
品
の
安

定
供
給
―
を
要
望
し
、
２６
年
度

診
療
報
酬
改
定
は
大
幅
プ
ラ
ス

改
定
、
２６
年
度
改
定
前
の
期
中

改
定
と
国
庫
補
助
で
の
支
援
を

求
め
た
。
松
本
会
長
は
「
医
療

費
の
ど
こ
か
を
削
っ
て
財
源
を

捻
出
す
る
方
法
で
は
、
医
療
機

関
経
営
の
改
善
に
は
全
く
つ
な

が
ら
な
い
」
と
し
、
い
わ
ゆ
る

真
水
で
の
加
算
を
求
め
た
。

　

７
日
に
は
経
済
財
政
諮
問
会

議
が
２６
年
度
予
算
の
全
体
像
を

取
り
ま
と
め
た
。
政
府
自
身
が

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
上
昇

へ
率
先
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

し
、
公
定
価
格
の
引
き
上
げ
な

ど
を
省
庁
横
断
的
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
骨
太
方
針
２
０
２
５

に
は
賃
上
げ
の
み
な
ら
ず
「
経

営
の
安
定
、
離
職
防
止
、
人
材

確
保
が
し
っ
か
り
図
ら
れ
る
」

必
要
性
が
明
記
さ
れ
、「
社
会

保
障
関
係
費
の
伸
び
の
要
因
と

し
て
高
齢
化
と
高
度
化
等
が
存

在
す
る
」
と
も
盛
り
込
ま
れ

た
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る

と
、
医
療
機
関
の
倒
産
数
は
上

半
期
で
「
３５
件
」
と
い
う
過
去

最
多
の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い

る
。
病
院
だ
け
で
な
く
歯
科
医

院
も
過
去
最
多
に
並
ぶ
水
準

だ
。
昨
年
度
は
診
療
所
の
倒
産

数
が
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

医
療
機
関
は
政
府
の
〝
的
確
な

対
応
〟
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

千
葉
副
理
事
長
の
医
療
機
関

の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

約
３
割
。
有
効
期
限
後
に
保
険

診
療
を
受
け
る
に
は
マ
イ
ナ
保

険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
が
原

則
必
要
だ
が
、
有
効
期
限
が
切

れ
た
と
知
ら
ず
に
従
来
の
健
康

保
険
証
を
持
参
す
る
患
者
も
い

る
。

　

千
葉
副
理
事
長
が
診
療
の
合

間
に
待
合
室
へ
と
赴
き
、
患
者

に
保
険
証
と
資
格
確
認
書
の
違

い
を
伝
え
、
（
保
険
証
の
）
有

効
期
限
切
れ
後
は
資
格
確
認
書

が
使
用
可
能
で
あ
る
旨
を
説
明

す
る
姿
も
映
し
出
さ
れ
た
。
千

葉
副
理
事
長
は
「
患
者
に
迷
惑

を
か
け
た
く
な
い
が
、
や
は
り

混
乱
は
あ
る
。
し
っ
か
り
と
周

知
し
、
円
滑
に
受
付
を
行
え
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
保
険
証
の
有
効
期
限
は

自
治
体
に
よ
り
異
な
る
こ
と
、

有
効
期
限
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
保
険
証
は
１２
月
１
日
ま
で
使

用
可
能
で
あ
る
こ
と
も
番
組
内

で
説
明
さ
れ
た
。

　

な
お
、
首
都
圏
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
は
、
千
葉
副
理
事
長

が
「
事
務
的
な
ミ
ス
が
発
生
す

８
月
の
医
療
機
関
の
窓
口
混
乱
必
至

資
格
確
認
書
送
付
、
協
会
け
ん
ぽ
は

７
月
か
ら
順
次
、
組
合
健
保
１１
月
も

政
策
部
長
談
話
発
表

国
保
も
資
格
確
認
書
の
一
律
交
付
を

　

こ
の
８
月
よ
り
、
神
奈
川
県

下
の
市
町
村
国
保
の
従
来
の
健

康
保
険
証
が
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

と
切
り
替
わ
っ
た
。た
だ
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い

人
に
は
、「
資
格
確
認
書
」（
＝
健

康
保
険
証
の
代
替
）
が
交
付
さ

れ
、
従
来
の
健
康
保
険
証
の
よ

う
に
提
示
し
利
用
で
き
る
。
マ

イ
ナ
保
険
証
の
保
有
者
へ
は
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
不
具
合
や
、

資
格
確
認
エ
ラ
ー
の
際
の
補
完

崎
哲
男
部
長
談
話
を
発
表
（
５

面
）
。
厚
労
省
や
日
医
は
じ
め

医
療
団
体
、
国
会
議
員
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
に
送
付
し
た
。

　

談
話
は
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
の
到
来
に
よ
る
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
切
り
替
え
に
際
し
、

医
療
機
関
窓
口
で
の
混
乱
、
市

町
村
窓
口
へ
の
解
除
と
「
資
格

確
認
書
」
申
請
の
集
中
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
提
示
。
こ
の
８

月
に
全
国
一
斉
に
切
り
替
わ
っ

た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

混
乱
回
避
を
理
由
に
マ
イ
ナ
保

す
る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
各
健
保
組
合
も
健
康

保
険
証
の
有
効
期
限
の
１２
月
１

日
ま
で
に
資
格
確
認
書
を
マ
イ

ナ
保
険
証
の
非
保
有
者
に
交

付
・
送
付
す
る
が
、
１１
月
に
送

付
す
る
と
し
て
い
る
組
合
も
あ

る
。

対
応
用
に
紙
の
カ
ー
ド
型
の

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
が

送
付
さ
れ
る
。
既
に
、
各
市
町
村

か
ら
送
付
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
厚
労
省
の
デ
ー
タ

等
か
ら
み
て
マ
イ
ナ
保
険
証
保

有
者
の
半
数
以
上
は
健
康
保
険

証
で
受
診
し
て
お
り
、
社
会
的

に
有
効
期
限
や
切
り
替
え
の
周

知
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。　

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
健
康
保

険
証
を
持
参
し
て
の
受
診
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
初
め
て
使
用
す

る
戸
惑
い
や
ト
ラ
ブ
ル
、
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
の
み
持
参
で

の
受
診
な
ど
が
想
定
さ
れ
、
対

応
す
る
窓
口
の
混
乱
は
必
至
と

思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
政
策
部
は
７
月
１６
日
、「
マ

イ
ナ
保
険
証
の
携
行
利
用
は
ま

だ
国
民
の
１
割
程
度
／
国
保
加

入
者
へ
資
格
確
認
書
の『
一
律
』

交
付
を
求
め
る
」
と
題
す
る
磯

る
お
そ
れ
も
あ
り
、
現
場
の
ス

ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
国
に

は
余
裕
の
あ
る
移
行
期
間
を
設

け
て
周
知
が
十
分
に
進
む
中
で

円
滑
に
進
め
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

険
証
の
保
有
に
か
か
わ
ら
ず
、

「
資
格
確
認
書
」
（
＝
健
康
保
険

証
の
代
替
）
を
一
律
交
付
し
た

こ
と
に
触
れ
、
多
く
が
８
月
切

り
替
え
と
な
る
市
町
村
国
保
で

も
同
列
対
応
と
す
る
よ
う
厚
労

省
に
求
め
た
も
の
。　

　

加
入
者
規
模
約
１６
万
８
千
人

で
全
国
上
位
１４
位
内
（
全
国
１

千
７
１
６
国
保
）
の
世
田
谷
区

国
保
が
一
律
交
付
と
し
て
お

り
、ほ
か
で
も
可
能
だ
と
指
摘
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
者
の
半

数
以
上
が
受
診
時
に
利
用
し
て

お
ら
ず
、
マ
イ
ナ
保
険
証
保
有

者
へ
送
付
す
る
「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
」
も
、
非
保
有
者
へ

交
付
す
る
「
資
格
確
認
書
」
も

材
質
は
ど
ち
ら
も
「
紙
」
で
あ

り
、
混
乱
回
避
に
有
効
で
あ
り

合
理
的
だ
と
説
い
て
い
る
。

　

談
話
へ
は
、
週
刊
東
洋
経
済
、

月
刊
保
険
診
療
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
東
京
歯
科
、
京
都
、
大

阪
歯
科
協
会
等
か
ら
反
響
が
あ

っ
た
。

　

な
お
、
協
会
け
ん
ぽ
は
今
年

４
月
３０
日
時
点
で
マ
イ
ナ
保
険

証
を
保
有
し
て
い
な
い
加
入
者

へ
、
今
年
７
月
下
旬
よ
り
順
次
、

資
格
確
認
書
を
職
権
で
交
付
・

送
付
す
る
と
し
て
い
る
。
協
会

け
ん
ぽ
神
奈
川
支
部
は
８
月
２０

日
以
降
９
月
下
旬
に
か
け
送
付

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
全
員
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
７
割
が
健
康
保
険
証
の

期
限
切
れ
を
迎
え
た
８
月
１
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
当

会
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2面

4面

7面

川崎こども連絡会、活動実る！

 川崎市議会で陳情が「趣旨採択」

〈会員投稿〉座間市・鴇田 尚樹先生

「戦後八十年―心に残る父の言葉―」

〈シネマ考〉「関心領域」

 川崎市川崎区・谷本 哲也先生
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